
公共･産業

高水準の設備投資を背景に景気拡大の局面

が続いており,公共分野,一般産業分野ともに活

況を呈した｡その中心となるのが情報化,制御の

自動化などへの投資で,日立製作所の総合力を

生かして,これらの要請にこたえている｡

公共施設では,大規模浄水場向けディジタル

監視制御システムAQUAMAX-5000システムを

完成したほか,大形排水機場ポンプシステムなど

を開発した｡いずれも最新の計装,計算機技術を

駆使した高信頼性システムである｡

宇宙の分野では,宇宙環境試験用スペースチ

ャンバ,宇宙の微小重力下でバイオ物質の精製

分離を行う電気泳動装置,人工衛星に搭載するミ

ッションデータ受信アンテナを開発したほか,わが

国初の宇宙用GPS受信機の開発に取り組んで

いる｡

交通の分野では,270km/h対応のグランドひ

かり,JR各社の車両や名古屋市交通局の2000

形,東京モノレールの1000形など多数を製作した

ほか,これらの列車運行を支える設備,電力,運行

の各管理システムについても知識工学や自律分

散の技術による高度なシステムを開発した｡ユニ

ークなものとしては,駅の利用客にバス,列車の乗

り継ぎ案内を行うバスレールシステムがある｡また,

自動車関係ではエンジンの燃焼効率を飛躍的に

高める高微粒化燃料噴射弁を開発した｡

アメニティ重視のビル施設の分野では,省電

力･多機能規格形エレベーター,揚程34mの超

高揚程エスカレーター,中間水平部付きエスカレ

ーターなどを開発した｡空調関係では,地域冷暖
房対応の1万冷i束トンターボ冷凍機,Sシリーズ

吸収式冷温水ユニット,自動運転機能付き空気

清浄機の開発などがある｡

計測･分析機器の分野では,専用機の開発で

高スループット化のニーズにこたえた｡エレクトロ

ニクス部品の微小異物の検出に有効なU▼6000

形顕微分光光度計,光の強度分布を燃焼状態

で分析できる分光イメージング装置などがその一

例である｡

医療機器の分野では,高品位画像と高スルー

プットを実現するMRH-500形MRイメージング

装置を開発した｡一般病院に設置可能なコンパク

トサイズで,患者さんに優しいデザインとなってお

り,平成元年度のグッドデザイン部門別大貴を受

賞している｡

鉄鋼,化学などの産業プラント関係では,加工

品のファイン化･高級化に対応する装置や制御手

法の開発が進んだ｡ファインスチール用UC4-

MILL,薄板ステンレス用焼鈍酸洗ライン,鉄鋼シ

ステムヘの自律分散技術の通用,圧延機形状制

御へのファジィ制御技術の適用,あるいは細胞内

への遺伝子導入を行うレーザ式セルプロセッサ

の開発などがその例である｡また,新開各社の工

場分散化に対応する分散工場向け新聞製作管

制システムも多数納入している｡

FA化に対応する電機･制御の分野では,プロ

セス産業でのCIMの中核となるディジタル計装シ

ステムEX-1000/32シリーズ,床面積を従来の‡
としたVCB8段積み7.2kVスイッチギヤ,高機能

静音化インバータシリーズ,音声出力,機器応動

チェック機能などを付加した高機能受変電設備

用制御装置HISMAC,小規模フラット形プログ

ラマブルコントローラなどを開発して,各方面の期

待にこたえている｡そのほか,産業機械の分野でも,

小形化･高効率化を実現した斜流形圧縮機,超

電導薄膜などの開発に欠かせない多元イオンビ

ームスパッタ装置,100/200V入力兼用インバー
タティグ溶接機,自動化装置付きプリント基板穴

あけ機などを開発してユーザーの好評を博してい

る｡

技術革新の著しい半導体製造装置関係では,

次世代の0.51▲mデバイスに対応するi線ステッパ

や検査装置などを開発したほか,0.1l⊥m程度の

超微細パターンの描画を可能にするデイTプサ

ブミクロン用電子線描画装置も開発した｡

物流･運搬の分野では,束京港大井8号バー

スに超大形コンテナクレーンを納入した｡リフト,ア

ウトリーチなどの寸法ばかりでなく,巻上げ,横行

の速度も記録的で,モニタリング,光伝送などの

機能を備えた高機能機である｡また,スタッカクレ

ーンと無人搬送車とを組み合わせた組立ライン用
物流システムを開発した｡これはCIMの一環となる

ものである｡さらに,建設機械関係では,世界最大

口径の泥土圧式シールド掘進機を開発したほ

か,油圧ショベルの小形機シリーズを充実させて

市場の期待にこたえた｡
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公 共

宇宙開発事業 納め超大型スペースチャンバ

宇宙開発事業団納めの超プニ型ヌノ‾′八一1二こチヤ∴プt､仲買惑

した｡人工的に真空う す1

苗環境を作りぅ大型人工衛星など覆試額ず √こヒ

人工衛星は種々の厳しい宇宙環境条件にさらされる｡

したがって,地上であらかじめ各種試験を行う必要があ

る｡宇宙開発事業団では大型化する人二t衛星などの試験

を行うために,筑波宇宙センターにスペースチャンバ,

振動試験設備および音響試験設備などの大型試験設備を

そろえた総合環境試験棟を完成させた｡日立製作所は,

代表的試験設備であるスペースチャンバと総合環境試験

棟全体のインテグレーション業務の支援を担当した｡

スペースチャンバは1せ界最大級で,直径14mの巨大な真

空容器,宇宙の高真空を実現する真空排気系,冷暗男空間

を作る極低温系,太陽光の頼(ふく)射を模擬するソーラシ

ミュレータ系などから成る｡主要性能は次のとおりである｡

1

2

3

4

供試体収容空間:¢13mX16ml(容器¢14m)

到達真空度:1.3×10‾5Pa(1×10+7Torr)

ソーラビーム径と平行度:¢6m,±1.50

ソーラ放射照度と均一度:1.8kW/m2,±10%(空間内)

(5)シュラウド(冷暗･黒)温度:100K

本スペースチャンバの特長は,水平ハンマ型の構造で,

世界最大の直径14mの全開｢1扉を持ち,人工衛星などの

搬入が容易であることである｡これを実現するため,大

型真空容器としては複雑なT字型の構造と,大口径搬入

扉の高真空シール技術を開発した｡さらに,真空排気系,

極低温系およびソーラシミュレータ系についても自動運

転などが可能で,非常に運用性の優れた設備である｡今

後,大型人二L衛星などの開発試験に大いに役立つことが

期待される｡
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宇宙開発事業団筑波宇宙センタの

超大型スペースチャンバ

電気泳動装

宇宙の微小重力環境を利用すると,ノ(イオ物質の分離ぐ

精製か大量に効率よく行える｡バイオテクノロジ℡の最先

端として,電気泳動は宇宙ビニ才ネスで期待きれ1:子いる.｡

無担体電気泳動法の特徴は,各種タンパク質や細胞な

どの生体物質を連続的に分離処理できることで,酵素や

ホルモンなどの新しい生理活性物質の分離精製技術の一

つとして期待されている｡特に,宇宙空間の微小重力環

境下では,重力に起因して発生する熱対流や試料と緩衝

液の比重差による密度流,すなわち浮力や沈降の影響が

少なくなるので,比重の異なる広範囲の試料を高密度で

多量に分離精製することが可能になる｡

すでにNASAではスペースシャトルを利用した電気

泳動実験で優れ七処理能力を実証している｡日立製作所

もかねてから宇宙環境を利用する電気泳動実験装置の開

発を進めてきた｡1988年3月および1989年5月には

NASA KC-135航空機の弾道飛行による約25秒間の微

小重力環境を利用した基礎実験を行い,その効果を確認

した｡さらに,スペースシャトルの空きスペースを利用

したGAS(Get Away Special)実験装置など,各種の徴

小童力実験も計画している｡最終的にはこれらの成果を

基に,宇宙ステーションなどに搭載する電気泳動装置の

開発を行うわけである｡

この過程で,試料ハンドリング,微量･低速流体制御,

気液分離,試料検出などの新しい技術を開発中である｡
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NASA KC-135航空機実験で使用した

電気泳動装置(1989年5月)
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上下水道･治水･用水システム

水道分野では維持管理の効率化を目ぎす給配水管の図

面管理システムを納入した｡治水･用水分野では全水位運

転システムなど,高信頼機場システムを開発し納入した｡

1.給配水管図面情報管理システム

いま水道事業は,拡張中心の時代から施設の効率的な

運用,維持管理を目ざした施設整備の時代へと移行しつ

つある｡日立製作所はこうした状況にこたえて,管路施

設の現状を的確に把握し,種々の検討,対策に活用でき

る給配水管図面情報管理システム"AQUAMAP”を開発

し納入した｡東根市水道課に納入したシステムは,集中

監視制御との複合システムであり,江能広域事務組合に

納人したシステムは,単独システムである｡エンジニア

リングワークステーションを中核としたAQUAMAPシ

ステムの特徴は,下記のとおりである｡

(1)使いやすさを徹底追求

日常の図面の検索から配管の新設,撤去に伴う図面の

修正まで,すべての業務をグラフィックディスプレイと対

話しながら,だれでも短時間に効率よく行うことができる｡

(2)高精度な図面管理を実現

最大AOサイズの志縮尺図が扱えるので,高精度な配
管工事図,給配水管図を任意に作成できる｡

(3)高速処理を実現

緊急時にも必要な図面を秒単位で出力できる｡従来の

手書き図面管理とは比較にならない速さで,実運用上の

処置がとれる｡

(4)水道業務全体にわたる管理の近代化を実現

監視制御システム,料金システム,光ディスク応用給

水台帳,配水管竣(しゅん)工図管理システムと連動する

ことによってAQUAMAPデータベース上の情報を活用

し,管綱計算から管路更新支援,財産管理といった水道

業務全般にかかわる情報処理業務の近代化が図れる｡
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東根市水道課納め情報管理システム"A(〕UAMAP”

2.建設省関東地方建設局霞ヶ浦導水第3機場ポンプ設備

工事の完成

建設省関束地方建設局霞ヶ浦導水第3機場は,霞ヶ浦

の水質浄化,都市用水の開発および利根川下i充渇水時の

用水補給を目的として,1-25m3/sの流量を利根川から

霞ヶ浦へ導水し,または霞ヶ浦から利根川へ送水を行う

機場である｡本機場の主な特徴は次のとおりである｡

(1)ポンプは全台(3台)可動羽根ポンプとし,効率のよ

い流量制御が行えるようにした｡

(2)セラミックス軸受,無給水軸打装置,管内クーラなど

の新技術を適用し,補助機械設備やセンサ類を少なくする

ことにより,信頼性が高く,維持管理の容易な機場とした｡

(3)運転操作は,CRT画面と対話方式とし,操作を簡単

にした｡また,与えられた総流量に対して電力が最少と

なるような運転号機とその流量が自垂加勺に求められるシ

ステムで,最適経済運転ができる｡そのほか,故障時の

対応ガイダンス表示やデータのトレンド管理など,運転

操作の面でも優れている｡
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建設省関東地方建設局納めポンプ場システム

3.全水位運転システム

どのような水位でも運転できるポンプシステムを開発

した｡従来のポンプシステムは,低い水位で運転すると

渦が発生し,振垂加 よ騒音の原岡となるので,一定の水位

以下になるとポンプを停止しなければならなかった｡全

水位運転システムでは,ポンプを停止する必要がないの

で,運転操作が容易になる｡また,始動頻度が少なくな

るので,原動機の寿命を長くできる｡

このシステムは,都市形洪水対策として,ポンプの先

行待機運転に主に通用される｡舗装率の向上した都市で

は,雨水の地下浸透が少なく,降雨時,ポンプ場に一度

に大量の雨水が流入する｡従来システムでは,ポンプ始

動l‾中に排水区域が冠水する可能性があるが,本システム

では雨水が流入する前からポンプを運転し,流入時すぐ

排水できるので冠水の心配がない｡

低い水位で渦の発生を防止できるのは,ポンプの羽根

車入r‾l部から吸気させ,流量制御を行う方式となってい

るからである｡模型試験,実機試験で問題のないことを

確認した｡現在,4機場向けに製作中である｡
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新形インジェクタ

多機種の自動車用エンジンに対応できる統一形構造の

新形インジ工クタを開発し,生産を開始した｡このインジェ

クタは燃料の微粒化率を高めている｡

螢 腎
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インジュクタ(電磁式燃料噴射弁)は,近年主流となり

つつある自動車エンジン用電子制御燃料噴射システムの

主要部品であり,エンジンの吸気中に燃料を計量噴射す

るものである｡

従来方式のインジュクタで問題となっていた低温時の

燃料噴霧特性の改善に重点を置いて,優れた燃料噴霧の

微粒化を可能とした新形インジュクタを開発し,1988年

9月から生産を開始した｡

燃料微粒化機構には計量オリフィスの上流側に燃料旋

回素子を設けた日立製作所独自の方式を採用し,平均噴

霧粒径を従来の170ドmから87け111とした｡これによって,

低温時のエンジン始動性を始めとして,エンジン性能向

上に大きく貢献し,顧客の好評を得ている｡

さらに,多機種エンジンに対応可能な統一形構造とす

ることで,部品の共朋化を図り,生産性を向上させた｡

現礼 本インジュクタは日産自動車株式会社のダット

サントラック,富士重工業株式会社のレガシィに搭載さ

れている｡

車載AVシステム

垂室内に映画館相当の臨場感を再現する業界初の車載

AVシステムを開発した｡システムは音声多重5形液晶テ

レビジョン,HiFiビデオおよびサラウンドプロセッサで構

成している｡

車は移動空間から快適空間へと進化し,より快適に,

より便利にカーライフを楽しみたいという指向が強まっ

ている｡これにこたえて5形液晶ディスプレイ使用の車

載専用テレビジョン(音声多重放送が受信可能なステレ

オタイプ),業界初の車載VHS HiFi再生専用ビデオデ

ッキ,および迫力ある立体音場を再生するサラウンドプ

ロセッサを開発した｡これらの製品とハイパワーアンプ

および5個のスピーカとの組み合わせにより,ドルビー

プロロジックサラウンド録音のVHSビデオテープの再

生を可能とし,従来のステレオでは味わえない映画館相

当の臨場感を得ることができる｡5形液晶ディスプレイ

は奥行き40mmと薄形で車室内での装着が容易であり,

同期安定化回路とダイバーシティ回路を内蔵したテレビ

ジョンチューナは走行中の画面の乱れを抑え,鮮明な画

像を保つ｡また,小形(幅219mmX奥行き193mmx高さ

88mm)で軽量(2kg)なビデオデッキは,縦置き横置き

と取り付け姿勢が自由である｡今後,高級乗用車,レジ

ャービークルなどでの需要が期待される｡

音声多重5形液晶カラーテレビジョン(画面写真はハメコミ合成です｡)

VHS HiFiビデオデッキ サラウンドプロセッサ
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交通システム

JRをはじめ公営一･民営豊実道各社では輸送力の増強...ナ し7こ｡

-ビス向上なとのため積極的投資を行っている｡.車両部門

では車両の軽量化のため,アルミニウムおよびステニノレ:マ

が広く鯛され,大容量GT｡郎㌧ほ.タ便掛抑締ま
インバロタなどエレタトロニタス新技術による各種の車両

を製作,納入した｡一方,運行管理に代表される鉄道の三)′ヌ

テム分野でも,A6などの最新技術を看昌極的に取り入紙り喜望

備機器の監視制御,タイヤの作成支援なと多方面にねたる

システム製品を製作,細入した｡

1.311系新近郊電車

東海旅客鉄道株式ノ会社は,輸送力増強用として1989年

7月名古屋で開催された世界デザイン博覧会に合わせ新

形式電車311系を東海道線に投入した｡

主な機能と特徴は次のとおりである｡

(1)電気方式は,直流1,500V,直並列組み合わせ抵抗制

御,界磁添加励磁制御で,ブレーキ方式は回生付き電気

指令空気式ブレーキを採用した｡

(2)軽量ステンレス車体で,情事糾ヒ社会に対応して車l勺

情報表示器やカード式電話器を設置し,来客へのサービ

ス向上を図っている｡

(3)先に常業投入されている211系5000代,213系5000代

との併結運転も可能となっている｡
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311系新近郊電車

2.1000形モノレールカー

東京モノレール羽田線は,羽田空港の沖合展開工事の

推進に対応して延長工事が進められている｡そこで,将

来予想される旅客の増加に対応するため,モデルチェン

ジした1000形車両を製作した｡この1000形車両の特長は

次のとおりである｡

(1)輸送力の増強として,従来の2両固定編成3編成組

成を6両国左編成とし,中間運転台の廃止や車両の軽量

化を図り,在来車に比べ輸送力を15%増加させた｡

(2)前面に傾斜付きの曲面大窓を採用し,前面視界の拡

大とスピード感をねらった斬(ざん)新なデザインを採用

(3)先頭車に展望座席を設け,乗客サービスを図った｡

瑠
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本線走行中の1000形モノレール車両

3.電車用大容量VVVFインバータ装置

4,500V,3,600AのGTOサイリスタを使用して,150

kWの主電動機8台を制御できる大容量ⅤⅤVFインバー

タ装置を開発した｡

特定フロンを使わない自冷式集中クーラ形ヒートパイ

プ冷却方式や,インバータ出力を2群に分けた最大電流

値優先制御による再粘着特性の向上などにより,大容量

化と制御主電動機数の増加に対応している｡

従来は2両当たり1台のインバータ装置が必要であっ

たが,大容量化の実現で3両ないし4両を1台のインバ

ータ装置で制御することが可能となった｡インバータ装

置台数の節減という面でも効果が大きい｡

rし｡ ト〕一丁こ一
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職 悩 ･醜門け粁

大容量GTO応用8個電動機制御インバータ

4.車両情報制御装置

列車内のさまざまな情報を一元的に管理することによ

って,乗務員支援,保守業務支援,乗客サービスシステ

ムを効率よく行う車両情報制御システムを開発した｡

本システムは,すべての情報に対して頭脳の役目をす

る情報処理装置,各車両内の情報を集約し,これら多数

の情報を光ファイバで車両間に伝送する自律分散伝送端

末,車両内の各機器に取り付けで情報のやりとりをする

Ⅰ/0ユニット,その他各種表示装置などで構成している｡

これらの装置は,用途に応じて自在に組み合わせ可能な

設計となっており,単純な機器単体モニタから高度な総

合車両情事艮システムの構築まで,機器選択によってどの

ようにでも対応できる｡
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総合車両情報制御システム

5.振子台車制御システム

曲線の多い線区での列車到達時分短縮のために,乗り

心地を損ねることなく曲線通過速度を向上させる振子台

車制御システムを開発した｡本システムは車両走行時の

振子角度を適正にするため,アクティブに車体を傾斜制

御し,従来の自然振子車両のパッシブな振子動作に比べ

て乗り心地を大幅に改善Lたものである｡車体傾斜は台

車に設けた空気シリンダで行い,圧力指令値はマイクロ

コンピュータによって線路データと車両の位置,速度,

振子角の現在値とを照合して算出している｡すでに四国

旅客鉄道株式会社の2000系特急気動車に採用されてお

り,今後,他の線区を走行する特急列車への適用が期待

される｡

振子制御の2000系特急気動車

6.知識工学応用列車ダイヤ作成支援システム

地下鉄ダイヤの迅速な作成とダイヤ作成者の養成期間

の短縮を目的に,札幌市交通局と共同して列車ダイヤ作

成支援エキスパートシステムを開発した｡知識工学を応

用したものとしては他界初の実用化である｡

本システムでは,対話性･応答性がなによりも重視さ

れる｡そこで,複数の推論方式(パラダイム)を効率よく

融合させたマルチパラダイムによる共同推論形計両立案

エキスパートシステムを開発し,通則した｡

札幌市交通局のダイヤ作成者による実使用の結果,従

来1～2か月もの時間を要していたダイヤ作成が,2～

3日と大幅に短縮できることが確認された｡

甑_一 丸

ダイヤ作成支援装置

7.名古屋市交通局6号線設備管理システム

本システムは,6号線各駅の空調･換気設備などの設

備機器を効率よく監視･制御し,設備機器の予防保全お

よび延命化を図ることを目的とした設備管理システムで

ある｡

本システムは,設備機器を24時間管理し,故障時には

効率的な設備情報の収集,的確な判断制御および迅速な

指令伝達を行い,各設備の効果的な運用を図るなど‾P◆記

の機能を実現した｡

(1)設備の24時間監視･制御

(2)障害発生時の総合判断および保守の迅速化

(3)日常保守業務で必要な設備情報の収集を図り,保守

業務を支援

8.名古屋市交通局6号線電力管理システム

1989年9月10日開業の桜通線での電鉄用変電所を,前

津指令所から一括遠隔監視制御する電力管理システムを

納入した｡本システムは随所に新技術を導入したシステ

ムである｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)指令所と変電所を結ぶ伝送路には10Mビット/秒光

LANを採用し,監視制御情報と電話情報の効率の良い伝

送を実現した｡

(2)変電所に設置する遠隔制御子J占与装置には,変電所事

故情報の高分解能(10ms)取り込みや監視制御項目の大

容量化を図っており,電力指令業務の機能向_Lおよび高

度化を実現した｡

41



医用検査システム

医療での検査の質の向上と使いやすさの向上のため,

高精度無侵墓画像検査装置,医用画像管理システム,およ

び使い勝手の良い高効率検体検査システムを開発した｡

1.MRH-500形超電導MRl装置

高性能な超電導タイプでありながら,きわめてコンパ

クトで使いやすいMRI装置を開発した｡従来,超電導

MRI装置は大形超電導磁石と多くの制御ユニットから

構成され,検査室のほかに機械室を必要とした｡本装置

ではコンパクトな磁場シールド付き超電導磁石を開発

し,全ユニット数を半減させ(15ユニット→6ユニット),

機械室を不要にした｡磁石を含む全システムは,通常の

病院の廊下を通って,1.8mの高さのドアから容易に搬

入でき,しかも40m2のスペース(従来の‡)に設置可能で
ある｡さらに,｢患者さんに優しいイメージ+を指向し,

外観デザインを一変させた(平成元年度グッドデザイン

部門別大貴受賞)｡一方,MRIの生命である画質の向上,

検査時間の短縮を図るために,円偏波を利用した高感度

検出器と低雑音増幅器などを開発して用いた(SN比改

善率2倍)｡

また,診断能力を向上させる新機能として,高速三次

元描画,高精細アンギオブラフイーなどを開発した｡
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MRH-500形超電導MRl装置

2.MRl三次元撮影技術

MRI装置で,人体の高画質三次元画像を撮影する技術

を開発した｡従来の二次元的に計測したデータから画像

を再生する方式では,断層像の厚さは2～3mmが限界

であり,脳内血管や神経のような微細構造を識別するこ

とは不可能であった｡このため,三次元的な広い空間全

体から信号を同時に取り込み,コンピュータ処理によっ

て断層面を分解する三次元撮影技術が望まれていた｡し

かし,実用化には(1)広い空間内を均一に共鳴させる技

術,(2)演算量の多い三次元画像再生処理の高速化技術の

開発が必要であった｡

今回,(1)体内の水素原子核の挙動を解析するシミュレ

ータを用いた高精度な共鳴用パルスの設計技術,(2)信号

計測と画像再生の並列処理によって,計測から画像表示

まで4分30秒かかっていた従来の再生時間を,6秒とす

る高速化技術を開発した｡

1989年4月神戸で開催された出際医用画像総合展で

は,頭部の血管径1mmの中大脳動脈(図1)と聴神経な

どの脳神経を描画した画像(図2)を展示し,医師から注

目を浴びた｡臨床的には,通常の志程度の小さな脳睦瘍
(しゅよう)をきわめて早期に発見し,手術によって完治

した例などが報告され,三次元撮影の有効性が確認され

つつある｡

図l 三次元撮影による

頭部血管像

図2 三次元撮影による

聴神経描画像

3.HIPACSシリtズ医用画像管理システム

最新のオプトエレクトロニクス技術と画像処理技術な

どを駆使し,病院内で発生する大量の医用画像を効率的

に管理･検索できるシステムを開発した｡

Ⅹ線CTに代表されるさまざまな画像診断装置で作成

される医用画像は,診断上不可欠な存在となり,その数

も膨大なものになってきている｡そこでこれらの医用画

像を効率よく管理し,必要な画像を迅速に検索し読影す

ることや,診断補助のための画像処理が容易に行えるシ

ステムが求められていた｡これらのニーズにこたえるた

め,京都大学医学部付属病院放射線科･医療情報部と神

戸大学医学部付属病院放射線科の指導を得て,HIPACS

画像ワークステーション
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シリーズを開発した｡

HIPACSシリーズの主な特徴は次のとおりである｡

(1)画像ワークステーションでは1,024ドット×1,024ド

ット ノンインターレースの20インチモニタによって,ち

らつきのない高精細表示が行える｡また,大容量RAMデ

ィスクと高速アドレスプロセッサによって,高速画像表

示･処理が行える｡

(2)83Gバイトの光ディスクライブラリを用いたデータ

ベースによって,効率の良い画像管理が行える｡

(3)コンバータによって画像検査機器と接続され,オン

ラインで画像を光ディスクに転送する｡

(4)100Mビット/秒の光LANの採用によって,高速で

画像の転送が行える｡

4.医用X線画像のデータ圧縮技術

ディジタルⅩ線画像は,4,096レベルの濃淡値を持つ画

素が,縦･横それぞれの方向に2,048個並べられた二次元

配列から成り,1枚8Mバイトものデータ量を持つ｡医

用画像管理システムでは,このようなⅩ線画像を大量に

扱うことから,蓄積･伝送時のコスト低減,検索時の応

答性向上が課題となってくる｡この課題解決のために,

傾向像の持つ情報冗長性を排除し,少ないデータ量で画

像を表現する画像データの圧縮技術が必要となる｡

開発した濃淡画像圧縮方式｢非等長ブロック符号化方

式+は,画像内の濃淡変化状況に応じて自動的に,変化

が急激なところではブロックサイズを小さく,変化が緩

やかなところではブロックサイズを大きく とる可変サイ

ズのブロック分割を行い,ブロック内の濃淡変化を簡単

な関数を用いて近似表現することによってデータ圧縮を

行う｡これは血管や骨などの微細構造を持つ銅像を再現

性よく圧縮できる方式で,高画質が必要とされる医用Ⅹ

線画像でも‡程度までデータ圧縮可能である｡
高速処理に適した圧縮･再生アルゴリズムにより,1

枚の専用処理ボードを用いて,2,0482匝l素サイズの画像

の圧縮を3秒,再生を2秒で行うことができ,ファイリ

ングの高速化,検索の効率化を図ることが可能となる｡

本ボードは,医用画像管理システムHIPACSシリーズに

組み込まれ製品化している｡

5.臨床検査自動化総合システム

生化学自動分析装置の発展に伴い,血液の多数検体,

多項目分析化の進歩は目覚ましいものがある｡しかし,

検体の前処理工程(血清分離,分注分配),および後処理

工程(保存分注)などを含めたトータル的な自動化は,こ

れまで困難とされてきた分野であった｡

この目的を達成するために,検体の自動搬送を中心と

したトータルシステムを開発した｡本システムは,血液

の遠心分離から分析終了後の検体保存分注までを全自動

化し,分注分析情報を常時モニタ可能なシステムである｡

これらのトータルシステム化を図ることによって,

(1)システムを常時待機状態にし,1検体でも受付,処

理が可能

(2)検体投入から結果出力までの時間短縮

(3)分析操作過程での検体の取り違え防止

(4)人手による検体の取り扱い機会の低減による感染防

止

などが達成可能となった｡
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検体搬送システム

6.7250形臨床用生化学自動分析装置

臨床用生化学自動分析装置は,病院や登録衛生検査所

などでの,血清や尿など体液中のタンパクやコレステロ

ールなど生化学成分の定量分析に用いられる｡

7250形臨床用生化学自動分析装置は,特に中規模病院

以上の施設での使用に適するように開発された｡

本装置は,ランダムアクセス方式を採用し,最大35分

析項目(Na,K,Clの3項目を含む｡)の場合は1時間に75

検体,同時4項目分析の場合は1時間に600検体を処理す

る能力を持ち,1検体ごとの依頼項目数に応じて,効率

的に分析することができる｡また,反応測定部として

2,400テス■卜/時と従来の2倍の能力を持つ全反応過程測

定方式によるターンテーブルを採用し,装置全体のコン

パクト化を実現した｡反応測定部で分析された測定結果

は内蔵コンピュータによって判断され,異常な測定値に

ついては,もう一度自重帥勺に測定される自動再検機能を

持ち,測定結果に対する信頼性をさらに一段と向【_Lさせ

るようにしている｡操作部には,カラーディスプレイを

使用し,分析条件や測定結果を日本語でわかりやすく表

示する｡さらには,定期交換部品などの保守･点検周期

を自動的にチェックし,稼動管理に関する情報をディス

プレイ上に表示させる｡これらの機能によって使い膠手

の向上を図ると同時に,装置をメンテナンスするための

ワークロードを減少させることにも成功している｡
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200kV電界放出形電子顕微鏡HF-2000形

200kV電界放出形電子顕微鏡を開発じた｡本装置卓息J

従来に比べ約1,00別吉明るいため,従来比約和桁(けたj微

小な醸域(¢1nm)の元素分析かできる｡

高温超電導材料などの材料科学研究,また16Mビッ

ト,さらには64Mビットと高集積化する半導体メモリの

研究などの進歩･発展は近年ますますそのスピードを速

めている｡このような分野では,ミクロな分子･憤子の

挙動が材料全体の性質を決定的に左右するため,分子･

原子オーダでの研究を進める必要性がより強くなってい

る｡

このような要請にこたえて,200kV電界放出形電子顕

徴錆HF¶2000形を開発した｡HF-2000形の電界放出形電

子銃は,熱電子を用いる従来の電子銃に比べ,約1,000倍

の明るさを持っている｡このため,従来の装置では不可

能であった1nm程度の微小領域の元素分析と,電子線回

折による構造分析が可能となった｡また,分析領域の分

子･原子像がより高い分解能で鮮明に観察できる｡さら

に,電子線ホログラフィーを使用して,極微小領域の磁

場観察が可能になるなど,従来とは異なる新しい機能と

特長を実現Lた｡

今後,本装置は分子･原子オーダの研究の発展に大い

に寄与するものと期待されている｡
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∪-6000形顕微分光光度計

フーリエ分光法と高感度検知器の採用によって,最小3

ドmの領域で,透過･反射｡蛍光スペクトルの測定を可能と

した∪-60口0形顕微分光光度計を開発した｡

U-6nOO形顕微分光光度計は,光学顕徴錆‾卜で観察して

いる試料の上のごく微少な領域からの透過･反射光や微

弱な蛍光骨とらえ,厚さ測定や色彩分析,微小有機異物

の分析などを行うために開発した装置である｡最小でわ

ずか3トImの領域の分析ができる｡これは,半導体分野や

オプトエレクトロニクス分野からのニーズにこたえたも

ので,これらの分野では高集積度化や構造の微細化が進

み,光分析機器も顕徴鎧とのドッキングが不可欠となっ

ている｡

U-6000形顕微分光光度計は,可視域の顕微分光で初め

てフーリエ分光法を導入し,従来の回折格子分光器に替

えて干渉計を採用している｡さらに,検知器にも超高感

度のイメージインテンシフアイア付きホトダイオードア

レーを採用し,微弱な顕微鏡■Fでの蛍光スペクトル測定

を可能にし7こ｡また,皮膚･繊維･ホトレジストなど有

機異物のミクロンオーダでの識別が,特別な前処理や其

雫を必要とせずに可能となった｡

微小有機異物の分析に関しては,従来有効な分析手段

がなかった｡そのため,U-6000形はユーザーの高い評価

を受けており,半導体デバイスや液晶表示素子の歩留り

向上に貢献している｡特に液晶表示素子については,さ

らに液晶セルのギャップ測定やカラーフィルタの色彩分

析まで1台でカバーでき,好評を得ている｡

∪-6000形顕微分光光度計
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Sシリーズ吸収式冷温水ユニット

ピル空調用として主流を占める吸収式冷温水ユニットの

新シリーズを完成した｡新シリ叩ズは,従来機に比べて効率

および省スペースの点で改善か図られている｡

イニシャルコスト,ランニングコストともに有利なけ及

収式冷温水ユニットは,一般ビル乍調川として主流を占

めているが,都心の土地事情からいっそうの小形化,高

効率化および使い勝手の良さが望まれてきている｡ノ沖1

246kW～703kW(70冷i束トン～200冷凍トン)の容量範

囲で発売したSシリーズl馴又式冷温水ユニットは,高性

能伝熟管の採用,シェル断面形状の改善によって低濃度

サイクルを実現し,高効率化(26%省エネルギーを標準),

小形化(体積従米比25%)を図ることができた｡また,従

来機に比べ冷房,暖房サイクル切換の簡略化,屋外設置

形の準標準化など使い勝手の面でも改善されている｡

･-鴨トト卜lし

+【

HAUイG-120S26(屋内形)

Eコ

HAリーFG-120S26(屋外形)

自動運転機能付き空気清浄機

半導体ガスセンサとマイクロコンピュータの組み合わせ

によって,室内空気の汚染状態に対応した処理風量を自動

的に選択して運転する自動運転機能付き空気扇浄機を開

発した｡

たばこの煙は喫煙者ばかりでなく,非喫煙者に対して

も健康上の害を与えると言われている｡それにfFいオフ

ィス,遊技場,店舗,公共施設などでの環境改善のニー

ズが高まっている｡本製品は,さまざまな場所に対応す

るように自軌運転機能を付加し,同時にインテリア性を

向.卜させた空気清浄機である｡

センサとしては,酸化すず半導体を使用している｡こ

の半導体は,還元性ガス寡幽気中で抵抗値が低‾Fする性

質を持つ｡一方,たばこの喫煙時に発生するガス成分に

は,水素ガスなどの還元性ガスが微量含まれており,こ

の半導体は煙センサとしての使用が可能となる｡このセ

ンサの信号を受け,マイクロコンピュータが最適な風貴

を選択し運転する｡

さらに,さまざまな室内に自然にマッチするよう,や

わらかい感じを与えるデザインとした｡

慧慧宏一羞慧芳
1d■

空気清浄機"UDP-20H”
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ビル施設

ビルのデザインか個性化,多様化の時代を迎ぇでいる｡

エレベーター,エスカレーターおよびピル管理システムに

対しても個性化,高品位化,高機能化,省電力化などと顧客

ニーズは多様化してきている｡このような顧客ニuズにこた

えた製品の一端を紹介する｡

l.日立乗用エレベーター｢ビルエース ブリード+

日立乗用エレベーター｢ビルエース+は,これまでの

マイクロコンピュータ化,インバータ制御の採用に見ら

れるように,信頼性および乗り心地の向上ならびに省電

ノJ化を追求し,発展してきた｡

最近,都市機能の充実,整備とともに,ビル自体にも

ビルオートメーションや情報サービス機能の高度化,ア

メニティ(快適性)の追求など,大きな変化が生じつつあ

る｡このように,おのおののビルがデザイン的な個件を

主張し始めた現在,エレベーターにも第二の玄関として

の新しい感性が要求されるようになった｡そこで,最近

の個性化,高品位化,高機能化,省電力化などの顧客ニ

ーズにこたえて,新しいコンセプトのエレベーターを開
発し,｢ビルエース ブリード+の愛称で1989年10月に発

売を開始した｡

｢ビルエース ブリード+の主な特長は,(1)豊富なデザ

インバリエーション,(2)アメニティ,使いやすさを追求

したエレベーター空間の提供,(3)最新のモータドライブ

技術とはすば歯車減速機採用による省電力化,省電源設

備の実現,(4)インテリジェントビル対応機能の充実な

ど,'90年代をリードする内容となっている｡

日立乗用エレベータ｢ビルエース プリlド+

2.中間水平部付きエスカレーター

最.近の建築コンセプトは,個性豊かな住空間作りを指

向しており,そこに組み込まれるエスカレーターに対し

ても斬(ざん)新なデザイン表現を求める一方,真に快適

な輸送機能を求めている｡

これらのニーズにこたえるために,‾F階と上階をつな

ぐ踏み段走行路の途中に,水平走行部を持つ新しい姿の

｢中間水平部付きエスカレーター+を開発した｡このニュ

ーモデルは,乗客の動線に変化を与えるユニークなデザ
インとともに,安全面のいっそうの充実,昇降中の不安

感解消などを図った多彩な効果を持つ新製品である｡

この中間水平部付きエスカレーターは,特に高揚程で

の‾F降時の高所恐怖感の緩和,建屋の階段とのレイアウ

ト面での調和,ユニークなデザインなど優れた機能を持

ち,エスカレーターの新方向を示すものと注目されている｡

3.超高揚程エスカレーター

日本一の超高揚程エスカレーター(揚程34mの記録

品)が,1989年4月に瀬戸内海国立公園内の観光施設｢エ

スカヒル･鳴門+で稼動を始めた｡

このエスカレーターは,鳴門山頂の展望棟とふもとの

売店棟を結ぶサービス設備として導入されたものであ

る｡

(1)特に下降するときの高所恐怖症感を軽減する乗り

継ぎ式配置,(2)天災など,プチーの場合に備えた避難スペ

ースの確保,(3)乗客に思いやりのある安全性強化仕様

(スカートガードにふっ素樹脂加工,面取りデマケーショ

ン,ベージュ色のカバープレート)の採用,(4)密室感がな

く,自然美と調和する透明なドーム状の建築仕様など,

乗客心理,安全性および快適性を配慮した設計となって

いる｡

これらの新機軸は,将来の大深度地【F活用計画,観光

リゾート開発向けの超高揚程エスカレーターに必須(す)

の要件であり,各方面からの関心が高い｡

譲′′･ピー≦三ノご
f古‾二二転 A,

野7て二/

超高揚程エスカレークー｢エスカヒル･鳴門+

＼
＼
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4.大規模インテリジェントビル向け(新川崎三井ビル納

め)機能分散形ビル管理システム

三井不動産株式会社では,大規模郊外形超高層オフィ

スビルである新川崎三升ビルに機能分散形ビル管理シス

テムを導入した｡

本システムは,センタCPUと端末を光ループネットワ

ークで結び,二重系のセンタCPUによる集小監視と機能

分散端末(HIRIS)による分散制御を行っている｡

このHIRISによる分散制御でシステムの高信頼化を

図るとともに,空調機,熱源,ポンプなどの設備につい

てはDDCを採用することで,機器の最適運転を実現して

いる｡

また,防災システム,入室管理システムとの統合化を

行い,空調機の火災時停止制御や残業運転制御などによ

る管理の一元化を図っている｡

本システムの導入は,インテリジェントビルの大きな

要素の一つであるアメニティ(快適環境)の形成に人きく

寄与するものである｡

､､--▲-＼

掬 雨空
句:.き

新川崎三井ビル｢機能分散形ビル管理システム+

■■■書

■ミッションデータ送信アンテナ

ブロードビーム放射パターンを持つ衛星

搭載アンテナである｡このアンテナからの

データを受信する地上局は,可視籠城面内

で衛星の位置によらず受信レベルを常に--･

左に保つことができる｡CFRPを採川し,大

幅な軽量化を達成した｡

●宇宙用GPS受信機

正確な位置情報を持つ24基の航法衛星か

ら,任意の4基の航法電波を選択,受信し,

自L衛星との距離を測定して位置･速度を

決定する装置である｡ランデブードッキン

グ川センサなどとして期待されている｡

■大阪市交通局納めパス･地下鉄乗り継ぎ

案内システム

本システムは,電車とバスの乗り継ぎを

円滑に行うためのシステムである｡既設バ

スロケーションシステムと結び,駅の改札

‖にはバスの,バスターミナルには電車の

各運行状況を表示し,乗り換え客の利便を

図るものである｡

■インテリジェントてんかせパッケージ

エアコン

スクロール圧縮機と広範囲容量制御イン

バータに加え,新開発の幅(ふく)射熟セン

サにより,暖房時に床や壁の温度が低温の

場合,省温を体感温度に近づける出度制御

を‾吋能にした｡また,ワイヤレスリモート

コントロール化や,保護停止時に運転デー

タを記憶しJ烹検‾l】†能とするなど,快適性や

取り扱い性なども向_I二させた｡

夢声
芦

■分光イメージング装置一単一波長の画像

を検出一

任意波長の光の強度分布を測定できる分

光イメージング装置を開発した｡燃焼,放

電,光励起反応などの際に生成する反んむ中

間体からの発光強度分和を測定でき,中間

体の空間分布を推定できる｡

■エンジン制御用燃焼光センサ

点火プラグの小心電極に,直径1mmの

ホ英光ファイバを内蔵した燃焼光センサを

開発Lた｡火炎の成長過程を1nsの速さで

検出できるので,燃焼の速さを最適制御し,

低騒音,高効率エンジンの開発がロj■能となる｡

■走査電子顕微鏡利用立体計測技術

半導体,ディスクなど微細加l二物の立体

形状計測のニーズにこたえたものである｡

4検出器を備えた速査電子顕徴錨の酬象デ

ータから,対象物の束体形状を高精度(1()

Ilm),高速〔計測時間一桁(けた)短縮〕に計

測する技術である｡

■550シリーズハードディスク検査装置

小形磁気ディスク年産ライン川の検査装

置である｡2スピンドルの採用によって箭ス

ペース,高スループットを実一呪し7ご｡無腱

(じん)対応のブライドテスタ,サーティフ

ァイヤと専用ハンドリング装置をシリーズ

化し,日動化を容易にLた｡

■温度分布を計測する光ファイパ温度レーダ

束京電力株式台ネtと共同で光ファイバを

センサとする新タイプの温度分布測定装置

を開発Lた｡2kmを温度精度±1ウc,距離

分解能1mで計測できる｡電ノJ設備,ビル,

プラントなどの多点温度計測,温度管吼

巽常監視に最適である｡

■超音波顕微鏡HSAM200とその応用

画像観察の分野だけでなく,定量計測の

分野でも接合界而の残留応力の測左,加‾l二

変質層の惇さ計測,音速計測による物質の特

定など,新しい計測法を開発した｡これによ

って応別分野も拡人し,実椅も伸びている｡
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産 業

鉄鋼プラント

世界の鉄鋼業界では,製品競争力を高めるための新鋭

設備の導入や更新投資意欲か依然として根強い｡企業の成

長を図るために,ファインスチールや自動車用高級めっき

鋼板に代表される付加価値の高い,高品位製品へのシフト

や新しい需要の開拓か必要となっているからである｡

ロールシフトミル(総称HC-MILL)は,これまでにUC4-

MILLを含めて10種類が開発,実用化されて板材圧延の

あらゆる領域の要請にこたえるようになった｡

制御システムも急速に進歩し,高信頼,拡張性を向上

する自律分散,ファジィ制御も開発,実用化された｡

1.HC-MルLの種顆

HC-MILLから始まった口立ロールシフトミルは,現

在多くの種類が開発,実用化されている｡

初代HC-MILLは,今ではHCM-MILLと呼び変えら

れて他との混同を避けている｡

図小の6MB-MILLの変種に5MB-MILLがあり,こ

れを加えて10種類となった｡

◎骨⑳
⑳
申

⑳

HC-MルLの種葉頁

2.高性能圧延設備UC4-MlJL

ト1本金鳩工業株式台社相模原製造所に,ファインスチ

ール用高性能圧延設備を納入した｡
硬い薄板を優れた形状(平たんさ),光沢で上上延するこ

とが望まれるファインスチール業界の要請にこたえたも

鷲

UC4-MtLL

のである｡本設備は,新たに開発した極小径作業ロール

採用のUC4-MILL("HC-MILL”で代表されるロールシ

フトミルの一つ)と,センジマ一任延設備で蓄積した特殊

鋼圧延のノウハウを採り入れた高機能な補機とで構成し

ている｡本設備の主な特徴は次のとおりである｡

(1)広範囲の作業ロール径が採用可能

(2)高圧下,高形状制御性のミル

3.ファジィ制御による板形状制御

圧延プロセス,特に冷間圧延では,製品の高品質化の

ため,板厚･形状に代表される寸法品質の制御精度の向

上が厳しく要求されている｡これらの要請にこたえるた

め,多変数制御に代表される現代制御理論を圧延プロセ

スに過糊し,顕著な効果を挙げるようになっている｡

ところで,板圧延ではロールの局部的な熟変形が製品

形状に影響するため,ロールを部分的に冷却するクーラ

ント制御が適用されているが,冷却現象の不明確さ,形

状の複雑さなどが,制御対象を正確に数値モデル化でき

ず,これまでの制御理論の通用は困難であった｡

‾占1叫アルミニウム工業株式会社と日立製作所は,これ

らの問題を解決する方法として,熟練者の定性的な知識

のi再用に過したファジィ理論に着目し,制御偏差,長子

ガl句の形状変化,および幅方向の形状変化を考慮したフ

ァジィ制御システムを開発,実用化した｡

冷間アルミ比延に適用した結果,制御偏差を従来の

‡～÷(標準偏差)に低減でき,形状精度の飛躍的向上が
実現できた｡さらに,圧延速度をこれまでより上げて,

操業効率を向上できることも確認した｡

ファジィ

制御装置

クーラント

制御装置
冷却ノズル

形状検出器

アルミ板材

0

ファジィ制御による圧延機形状制御

4.自律分散ソフトウェア作成支援システム

コンピュータの稼動中での拡張,保守,耐故障をねら

って,自律分散システムの開発が望まれていた｡目立製

作所では,他界に先駆けてソフトアーキテクチャの革新

を軸にしたソフト開発支援システムを実用化した｡鉄鋼

分野だけでなく他の分野での利用も推進している｡
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分散印届工場向け新聞製作管制システム

新聞印刷工場の分散化に伴うさまざまな問題点を解決

し,そのメリットを引き出す分散印刷向け管制システムを

開発した｡数個所の顧客先で順調に稼動中である｡

分散印刷工場は,新聞社本社からの紙面伝送を受けて

製版･印刷･発送の各作業を読者に近い場所で行ってい

る｡新鋭機材の採用によって最新のニュースを盛り込み,

カラーをふんだんに使用した新聞を届けることができ

る｡

しかし,本社から離れた場所での新聞製作であるため,

解決しなければならない問題も多い｡分散印刷▼丁二場向け

新聞製作管制システム(以下,分散管制と略す｡)は,これ

らの問題の解決手段を提供し,分散印刷のメリットを十

分引き出すものであり,以【Fの機能をサポートしている｡

(1)自動化設備の管理･制御

分散化することで,一つの工場に配置される技術者の

数は,相対的に減少してくる｡代わって自動化設備の導

入が多くなるので,これらを有機的に結び付ける管制機

能を提供している｡また,端末機器をくふうし,使いや

すさを向上させている｡

(2)本社からの作業指示

本社からの新開製作に必要な作業データ(紙面･部数･

輸送など)を,最短時間で正確に下流作業に結び付ける｡

本紙だけでなく別刷などにも対応可能である｡

(3)実績報告

分散工場側の作業進捗(ちょく)状況を実時間で本社に

報告する｡本社側システムから表示･アラームなどの情

報サービスを行い,工程進捗の判断材料を提供する｡

(4)マスタデーター元管:哩

新聞製作に必要な各種のマスタデータを本社と分散.丁

場で重複して持つ場合がある｡この場合は通信回線利用

のファイル転送で一元管理を行う｡

(5)工場間バックアップ

分散工場は規模が小さいので,トラブルの影響を受け

やすい｡工場間部数移動によるバックアップをサポート

し,影響を最小限に抑える｡

このように分散管制は,一つの本社管内の分散工場群

を,あたかも一つの大きな新聞製作工場であるかのよう

に管理･制御する機能を備えたシステムである｡新聞製

作の高度化をさらに促すものと期待されている｡

レーザ式セルプロセッサ

ハイオテクノロジーの中心技術である遺伝子の移入や細

胞の微細加工を,レーザで行うレーザ式セルフロセッサを

製品化した｡

有用生成物の生産や生体メカニズムの解明を図るニュ

ーバイオテクノロジーの進展に伴い,ますます重要にな

ってきたのが外来の遺伝子を培養細胞に移入する技術と

細胞の微細加工技術である｡今桓1日立製作所が製品化し

たレーザ式セルプロセッサは,この要請にこたえたもの

である｡理化学研究所が開発した技術を基に,レーザに

よる細胞の微細加工を可能にした｡

レーザの月鯛寸方法には,モニタテレビジョン上に細胞

を映し出し,月鯛寸希望の部位をライトペンで指示して1

個1個確実に月鯛寸する方法(ポインティングモード)と,

レーザは一定パルスで発振させておき,試料台のⅩYス

テージを一定速度で走査することによってランダムに高

速でレーザを照射する方法(スキャニングモード)の二つ

があり,次の特長を備えている｡

(1)容易な操作性

モニタテレビジョンとライトペンで容易に操作できる

ので,高度な技術や熟練を必要としない(ポインティング

モード)｡

(2)大きな処理能力

毎分600パルスまでの自動処理が可能である(スキャニ

ングモード)｡

(3)高い形質発現効率

細胞への損傷が少なく,遺伝子によって決定される形

質の発現効率を高めることができる｡

(4)多種細胞への広い適用性

レーザ光月鯛寸の位置,焦点深度,強度が調整可能で,

細胞の微細加_Lに広く利用できる｡

ブ
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レーザ式セルプロセッサの外観
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多元同時イオンビームスパッタ装

多元同時イオンビームスパッタ装置を完成した｡高温超

電導薄膜,光学多層膜など高機能薫膜の生成に新しい領

域を開くものと期待されている｡

日立製作所にはイオン源技術がある｡それは核融合の

プラズマ加熱用中性粒子入射装置の技術を応用して開発

した,大口径･大容量でコンパクトなバケット形イオン

源である｡

これらの技術をベースに,イオンビームの運動エネル

ギーを利用して超微細加1を行うミリング装置,また運

動エネルギーによってスパッタした蒸着物質から優れた

薄膜を形成するイオンビームスパッタ装置などのイオン

ビーム加工機を製品化して,各方面の評価を高めてきた｡

このたび,完成した多元同時イオンビームスパッタ装置

は,従来のイオンビームスパッタ装置をさらに高機能化

したものである｡

d■敵意盗
･

ごL

●℃ご: 迩 ⊂二

+

鮎､-･顎､-!㌻

感J- +沖

て菜ご･▼
.-.ゝ

芯鷲雲
意-

<_〉滋㌢,㌢

‾′ふ･筑芸警
1t

欝ミ箋

弓

有▼

『
5

I‾′t∴､‾‾､■‾Ⅴ

本機の主な特長は次のとおりである｡

(1)複数のイオンビームスパッタを同時に行うので,多

元素薄膜の組成を自由に制御することができる｡

(2)多元素のスパッタレートを,対応する薄膜モニタに

よって独立にフィードバック制御することができる｡

(3)超低エネルギーのイオンを薄膜に照射できるので,

薄膜に損傷を与えることなく,機械的,光学的,結晶学

的性質を制御することができる｡

(4)RHEED(電子線回折装置)を装備可能であり,in-

situ分析ができる｡

(5)コンパクトなバケット形イオン源を用いているた

め,非常に小形の構成である｡

以上,数々の特長を持つ多元同時イオンビームスパッ

タ装置は,高温超電導膜,光学多層膜,傾斜化合物膜な

ど高機能薄膜の生成に新しい領域を開くものと期待され

ている｡
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自動化装 付きプリント基板穴あけ機

高多層,小径スルーホール化が進むプリント配線板用

に,高精度,高速CNC穴あけ機を開発し,さらに顧客の生

産形態に合わせた各種自動化装置付き穴あけ機も開発し

た｡

プリ.ント配線板の表面実装技術(SMT)が急速に進歩

し,高多層化,高密度化が要求されるに従って配線板の

スルーホール穴は小径化し,さらに高精度と高能率穴あ

けが求められるようになってきている｡

これにこたえるため,高質量のテーブルを高速で位置

決めし,残留振動を極端に減少させた交流電動機駆動ソ

フトウェアサーボ技術を確立し,高速･高精度の多層板

用CNC穴あけ機ND-4K18を開発した｡さらに,日立精工

株式会社が独自に開発した高能率ステップ加工法で厚さ

1.6mmのプリント配線板3枚重ねに直径0.3mmの穴

あけを実現した｡

これらの技術は,昭和62年度日本機械学会技術賞を受

賞したほか,世界のプリント配線板技術学会であるIPC

でも発表された｡一方,高能率化についても,配線板の

自動投入,排出を可能とした多品種少量向けの6サイク

ル自動化装置付き穴あけ機,24時間の連続運転を可能と

した多量生産向け自動穴あけ機,150本/1軸ものドリル

をストックできるドリル自動交換装置,ドリルの折損検

出装置,径検出装置などの新技術を次々に提供して,関

係業界の要請にこたえてきた｡

受注先は国内の大手電気メーカーはもとより,中小ユ

ーザーと範囲が広く,米国でも注目を浴びつつある｡■

蔭
t=TTT;■r■ヽ

多種少量自動基板交換装置付き穴あけ機

二表土下-

川0/200V入力兼用インバータティグ溶接機

100/208V入力の自動切換,出力調整を簡便にするな

ど,溶接機の使いやすさを格段に向上させた｡デザインも

樹脂モールドケース採用と斬(ざん)新である｡

インバータ制御技術の溶接機への適用は1983年ごろか

らである｡以来,溶接機の性能は飛躍的に向上し,小形･

軽量･低人力化が具体化された｡

その結果,厨(ちゅう)房･食品機器,建築板金,空調

設備,半導体製造装置など,薄板ステンレス鋼の溶接を

中心に溶接機の適用用途が広がった｡そして,高品質溶

接や,現地溶接が増加するに従って,100/200V入力兼用

機へのニーズが高まってきた｡

これにこたえたのが本溶接機で,複雑なつまみ操作を

一掃して簡単に溶接条件を選定できる｢一元制御+を採

用するとともに,出張現地溶接に便利な100V電源での

使用も可能にした｡また,移動･設置･取り扱いに便利

な構造の樹脂モールドケースの採用も溶接機では初めて

である｡重さは一人で持ち運び可能な18kgとし,入力は

接続間違えによるトラブルがないように100Vと200V

を自動検出･切換にした｡

溶接用トーチも小形で,溶接電源への接続に特殊な工

具を必要としないグリップ構造にするなど,細部にわた

って使いやすさを追求した｡もちろん,電気用品取締規

則に準拠した安全構造となっている｡

100/200V入力兼用ティグ溶接機の外観
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ディジタル計装システム｢ユニトロールEX-1000/32シリーズ+

ディジタル計装システムに32ピットマイクロプロセッサを

搭載し,高性能化した｡さらに,インテリジェント機器との高

遠通信機能を開発し,いっそうの機能･性能の向上を実現

した｡

近年,ディジタル計装システムはプロセス産業での制

御システムの中核となってきている｡そして,多品種生

産プロセスへの対応,各種の制御機器を含めて監視･操

作を行う統合オペレーション機能や,上位計算機と接続

したCIMシステムの構築などが望まれている｡

これらの要望にこたえて,EX-1000/32シリーズを製品

化し,シリーズの充実を図った｡

(1)32ビットマイクロプロセッサ(6803025MHz)を採

用し,CRTオペレータコンソールとプロセスコントロー

ラを高性能化した｡これにより,高速トレンドグラフ表

示やウィンドウ表示機能など,監視･操作のしやすい計

装システムの構築が可能となった｡

(2)ローカル通信システムによって,インテリジェント

化されたプロセス用伝送器,ワンループコントローラ,

HIZACシリーズシーケンサなどとの通信機能が充実し,

トータルFAシステムの構築が容易になった｡

以上のほか,EX-1000/32シリーズには次の特長があ

る｡

(1)統合オペレーションの概念の導入により,強力なマ

ンマシンシステムを実現できる｡

2

3

4

5

高水準の多品種生産プロセス管理機能がある｡

通信ゲートウェイを介し上位計算機と接続できる｡

小から中･大規模計装まで,広い範囲に対応できる｡

全二重化構成による高信頼システムを構成できる｡

正二二虹!
■B≡托 l-

■■酔く

さ∃!頂 j卜き遜う
l--【】-･

｢ユニトロールEX-1000/32シリーズ+のオぺレークコンソー

ノレ

フラット形プログラマブルコントローラ｢EBシリーズ+

多様なFAニーズにこたえて,数値演算なとの高機能化

と薄形構造や着脱立岩子台なと使いやすさを追求した小規

模PCS HIZAC｢EBシリーズ+を開発した｡

プログラマブルコントローラは,産業界に広がるFA,

CIM化の中核の製品に成長し,その市場規模は年々大幅

に伸長してきている｡
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プログラマブルコントローラHIZAC｢EBシリーズ+

中でもリレー制御盤のリプレース,各種機械の自動化

を目的とした入出力数100点クラスの小規模PCSの需要

が増大している｡今回開発した｢EBシリーズ+は,コス

トパフォーマンスを優先したHR形,着脱端子台,リレー

ソケットを採用し使いやすさを追求したSR形,パーソナ

ルコンピュータに直結できるCR形の3種類,10機種をそ

ろえ,システムの高機能化･多様化や応用範囲の拡大が

可能で,一般産業用などに幅広く応用されている｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)J享さ49mmの薄形構造

(2)3トS/命令(基本命令)の高速処理を実現

(3)2相,10kHz高速カウンタ,割り込み処理,数値演

算機能など豊富な応用命令

(4)100V～200Vの電源にワイドレンジ対応可能

(5)バッテリーレスで保守が容易

(6)ユーザープログラム容量は2kワードまで拡張可能

(7)着脱端子台の採用,ソケット式でリレー交換が容易

(SR形,CR形)

(8)パーソナルコンピュータに直結可能(CR形)

(9)コストパフォーマンス優先に対応(HR形)
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高機能静音化インバータ

汎(はん)用インバータの多機能化,高性能化,低騒音化

の要求に対応して,高機能低騒音インバータ｢HFC-

VWAシリーズ+を製品化した｡

HFC-VWAシリーズは,200V級(200～230V)

1.5～16kVAで最高周波数は360Hzであり,工作機械主

軸電動機などの高速電動機の駆動も可能である｡また,

新たに開発したセンサレスベクトル制御によって高始動

トルクが可能となり,高頻度運転,急加減速運転にも十

分対応できる｡

なお,使い勝手,操作性などは汎用インバータ｢HFC-

VWS3シリーズ+の設計思想を基本とし,以下の特長を

追加した｡

(1)始動/制動トルク特性の向上:150%以上(1Hz時)/

70%以上(5.5kVA以下)

(2)高速スイッチング素子IGBTの採用によって商用運

転音並みの超低騒音

(3)簡易シーケンス機能(工程歩進ステップコントロー

ル)搭載

(4)通信機能:RS-232C,RS-485インタフェース対応

(オプション)

(5)中間自然対流路による冷却効果大のため,冷却フイ

ン,フアンを小形化し,全体のコンパク

釆此90%,2.5～5.5kVA)｡

■

ト化を図った(従

HFC-VWA3.5kVAの外観

容積:幅220×奥行き160×高さ300(mm)

7.2kV真空遮断器8段積みスイッチギヤ

7.21く∨真空遮断器を日矧こ積み上げ,据え付け面積を

従来の約23%に縮小し,さらにアナログ･ディジタル複合保

護制御装置などを採用して高機能を付カロした盤を開発し

た｡

省スペース形受変電設備の構築を目ざし,7.2kV高圧

盤の大幅縮小化を図ったこのスイッチギヤは,正面保守,

背面壁密着形の構造とした｡内部は左右に3分割し,中

央列に真空遮断器を8段に積み上げ,中央真空遮断器列

の左右両側の列をケーブル端末処理スペースとした｡こ

れによって,従来2～3段までしか収納できなかった真

空遮断券を,一挙に8段収納することが可能となり,1

回路当たりの所要床面積を従来の約23%に縮小した｡

また,このスイッチギヤは縮小化しただけでなく,イ

ンテリジェント化に対応した高信頼性,高機能を持つア

ナログ･ディジタル複合保護制御装置や,1種類で広範

囲の負荷電流に対応可能で,しかも交換の必要のないワ

イドレンジ変流器,また据え付け時間短縮可能な挿入式

エルボ形ケーブルヘッドなど,種々の新技術を採用した

これまでに例のない新しい形のスイッチギヤである｡

＼＼?表

il

屈

吻

7.2kV真空遮断器8段積みスイッチギヤ

(左ケーブル室のバリアを取り外した状態)
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サブミクロン対応半導体製造装

4MビットDRAMの量産立上げが本格化して,半導体

の生産はサブミクロンの時代に突入した｡製品開発では,

次々期製品であるディープサブミクロンの64Mピット

DRAMの開発が始まっている｡

日立製作所では,これらこく微細なパターンの生成に必

要な各種製造装置,および計測評価装置の開発･生産を行

っている｡以下にその成果の一端を紹介する｡

1.エ業用シンクロトロン光発生装置

日本電信電話株式会社(以下,NTTと言う｡)LSI研究

所納めのⅩ線リソグラフィー用シンクロトロン放射光装

置･超電導蓄積リングは,1988年の据え付け完了後,NTT

の手で順調に調整運転が行われている｡一般に小形SOR

(シンクロトロン放射光)装置と呼ばれる本装置は,電子

を光速に近い速さまで加速し,磁場をかけて曲げること

によって放出されるSORを超微細な電子回路のリソグ

ラフィーに利用するものである｡次々世代の64Mビット

級超々LSIの製造装置として期待されており,国内はも

とより欧米のコンピュータ,半導体メーカーがその間発

を競っている｡NTTに協力して日立製作所が製作した本

装置は,世界に先駆けた成功例としても注目されるもの

である｡

本装置の製作に当たっては,超電導技術,

超高真空技術などの先端技術を結集した｡

製品として今後の展開が期待されている｡

高周波技術,

将来の量産化

ぷ
工
業
用
シ
ン
ク
ロ
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ロ
ン
光
発
生
装
置

2.ディープサブミクロン用電子線描画装置

Hし700F形電子線描画装置は,0.=⊥m程度のディープ

サブミクロンパターンを高速･高精度に描画することを

目的とするもので,1986年に日本電信電話株式会社の協

力で開発した｡本システムの特長は,日立製作所中央研

究所が開発したTi/W熟電界放出陰極を使っていること

で,高輝度電子ビームを長時間安定に得ることができる｡

また,従来からあるHL-700M/D(可変成形方式)形電子

線描画装置とのユニットの共通化を可能な限り進めて,

操作性,信頼性の向上を図った｡本システムを使用する

ことによって,4インチウェーハ上に0.1l▲mパターンを

概略1時間に1枚の速度で描画することができる｡現在

6台の納入実績があり,主な用途はGaAsデバイス,およ

びSiデバイスの直接由画とⅩ線露光用マスク描画であ

る｡半導体の微細化に伴い,今後需要の拡大が見込まれ

ている｡

0.1卜m L&S〔基板 Si,レジストPMMA

膜厚160nm(し600Å),Dose50ドC/cm2〕

3.i線シリーズ縮小投影露光装置

LSIの微細加工技術をリードするメモリデバイスは,

4MDRAMの量産が立ち上がり,同時に次々期の64M

レベルデバイスの開発が開始されている｡この微細加工

実現の担い手として,日立製作所ではいち早くi線露光装

置LDiシリーズの開発に着手し製品化してきた｡

このi線露光装置の特長は,従来の高圧水銀ランプg線

波長(436nm)に比べ20%波長の短いi線波長(365nm)で

露光することによって,ウェーハ上に形成するLSIパタ

ーンや配線加工の解像力を向上させた点にある｡これま

でLD-5010i,LD-5011i形を製品化し,デバイス製造ライ

ンで実証してきた｡特に今後の4Mシュリンクデバイス

では,i繰の解像性能の余裕分が高い生産性となって反映

することが期待されている｡さらに,大形チップの16M

デバイス量産機の開発を進め,LSI生産に供する予定で

ある｡

4.S-6tOO形電子線測長装置

半導体プロセスは,サブミクロン時代に入り,高精度

なパターン寸法計測が不可欠となっている｡こうした背

景から,1985年にS-6000形電子線測長装置を開発し,電子

線測長の｢標準機+として好評を得ている｡今回開発した

S¶6100形は,ますます微細化するプロセスに対応するた

め,S-6000形をベースに高分解能化を図ったものである｡

S-6100形の特長は次のとおりである｡

(1)分解能は加速電圧1kVの状態で8nm(80Å)と高
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く,しかもテレビジョン静止画像で観察,測長ができる｡

(2)高解像度i線用レジストパターンのライン,ホールの

測長を繰り返し,測長再現精度±0.01卜mの高精度で評

価できる｡

(3)ベルトレスオートローダ,ドライ真空排気系,スロ

ーリーク方式などの採用によって,ウェーハの異物付着

を極少に抑えている｡

5.+S-6000レーザ表面検査装置

LS-6000レーザ表面検査装置は,次期LSI(4MDRAM

および16MDRAM)用製造プロセスでの清浄度の向上

に対応して,0.1l⊥mの微粒子まで検出可能としたLSシ

リーズの最新機種である｡LS-6000では,光源に従来の

He-Neレーザに比べ,さらに波長の短いArレーザを使

用して,0.1ドmの微粒子の検出を実現すると同時に,ヘ

イズやピットおよびきずなどのウェーハ表面の欠陥の検

出精度も向上した｡また,被検査ウェーハは,クリーン

ユニット(0.1l⊥mHEPAフィルタ付き)を用いた環境‾F

でクリーン搬送ロボットによって取り扱われるので,装

置内での塵填(じんあい)の付着を防止できる｡LS16000

は,各所で開発が進められている次期LSIで使用するウ

ェーハの表面検査や,その生産現場であるクリーンルー

ム1勺での各プロセスでの塵嘆の付着状態の調査に適して

おり,歩留り向上に寄与できる｡

(日立電子エンジニアリング株式会社)

6.イオン打ち込み装置用マイクロ波イオン源

半導体へのドーピング技術としてのイオン打ち込みで

は,今まで,イオン種がP＋,B＋,As＋などに限られてい

た｡しかし,年々高集積化するデバイスは,接合を従来

よりも浅く作る必要があり,イオンのエネルギーを数キ

ロ電子ボルトに下げてもまだ深く入りすぎるという問題

が出てきた｡このため,Ge＋イオン打ち込みで,シリコン

結晶基板表面を非晶質化し,そのあと通常のドーピング

を行う手法が採用されてきている｡

従来の装置では,たかだか数十マイクロアンペア程度

のGe＋イオン電流しか得られなかったが,H立製作所独

自のマイクロ波イオン源を改良し,低毒性のゲルマニウ

ム化合物GeSを使って,安定に2mAのGe十イオンビーム

が得られる技術を完成させた｡

半導体製造の分野では,今後Ge＋以外にも種々の新し

いイオン種が必要になると考えられている｡このイオン

源は,本質的に活性な材料に対しても安定に動作するの

で,イオン種の多様化に適しており,次世代のイオン打

ち込み装置用イオン源として期待されている｡

7.圧力制御方式クリーンルーム

Mビット級のLSI製造工程では,室内環境に対する要

求も厳しくなっている｡特にリソグラフィー工程に使用

する紫外光を用いた露光装置では,従来のクリーンルー

ムで実現した清浄度,温度,湿度,振動などの制御だけ

でなく,絶対h三力の制御が必要である｡大気圧の変動は

空気密度を変えて,紫外光の屈折率に影響する｡

そこで,露光装置を設置するスペースの絶対圧力は

±0.5mbar以内に制御しなくてはならない｡

日立庄力制御方式クリーンルームは,給排気系統に志
の開度分解能を持つパルス制御弁を用いた新制御方式の

クリーンルームである｡制御項目と性能を次表に示す｡

制御項目と性能

項 目 制御範囲と精度 備 考

絶対圧力 l′030～l′040±0.3mbar

清浄度 クラス1-柑8 0.1ドm粒子換算

温 度 23～27DC±0.020C 吹き出し口保証

湿 度 30～60±0.5%RH 同上

振 動 水平固有振動数0.4Hz 積層ゴム使用

8.スーパークリーンルーム対応のレーザダストモニタ

レーザダストモニタは,清浄空間の微粒子計数器であ

る｡発売以来十数年の歴史があり,特に半導体製造環境の

技術進歩･高清浄化に合わせて改良･開発を重ねてきた｡

原理はレーザを光源として微粒子からの光散乱を検出･

計数するものである｡最近の超清浄化空間では微粒子が

ほとんどなく,かつ粒径も非常に小さいため,測定には吸

入サンプル量の増大と超微粒子までの計数が必須(す)と

なっている｡このため,各種技術課題(レーザビーム強度の

増強,空気分子散乱光ノイズの低減など検出能力の向上

や偽計数の徹底排除ほか)を克服し,今回吸入量281/min

(1CF/min),最小検出粒径0.1ドmのTS-3700を完成し,

スーパークリーンルームの高精度測定を可能とした｡半

導体および関連メーカー(ウェーノ､,IC,ガス,バルブ,

フィルタ,製造装置など)を主体に広く採用されている｡

(日立電子エンジニアリング株式会社)
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物流･配 自動化システム

部品の保管だけを目的とすることなく,組立ラインの工

程に合わせ,必要な物をタイムリーに供給する物流･配膳

自動化システムを完成した｡

多品種,変量生産をサポートし,受注,

仕様,納期などの各種の変化に迅速に対応

しながら,事務所処理工数の低減,管理精

度の向上を実現するため,高度な情報処理

機能を備えた自動倉庫システムを開発し

た｡システム構成は,図に示すように,ホ

ストコンピュータと汎(はん)用コンピュー

タHITAC(D-940Ⅹ)とがオンラインリン

ケージされ,FMC(設備制御装置)が各種荷

役設備(スタッカクレーン,コンベヤ設備,

無人搬送車)を管理,制御している｡

本設備の特長は,次のとおりである｡

(1)組立作業時の仕分けが不要となり,部

品を熟知していない人でも作業が可能とな

る｡

H｢TAC

D-940×システム構成図

D-g40×(4M/くイト)
増設メモリ(4Mバイト)

保守用
コンソー▼ル

BYMPX

(CHO)

BLh点PX

(CHり

BしMPX

(CH2)

d
統合入出力制御枚枕

氾A2内蔵形
通信制神様れ

SCA同期
通信アダプタ

ローカルターミナル
制御機書

漢字文字
パターン

ターミナル

増設也≠

(2)自動倉庫と無人搬送車のドッキングにより,部品運

搬の効率化とタイムリーな部品配膳が可能となる｡

(3)生産管理コンピュータと自動配膳システムをオンラ

インリンケージしたので,在庫,払い出し状況の一元管

理が可能となり,生産効率の向上に寄与する｡

ホストコンピュータ

情報管理

設備制御

統合ディスク制御槻溝

制御裁溝

g.600bps

HDLC

札内

れ内半二重9.800bps
HSC-1

L/P
JPC

マシン重コンソール

磁気ディスク

口[コ DKU

(130Mパイり

ベン式BCR

ラインプリンタ

情報処理システム構成図

磁気テープ

クレーン

制御装置

制御
盤

制御
盤

制御
盤

+

光通信

光通信

光漸喜

光速悟

いケッ

搬送機器

無人

搬送車

無人

搬送車

｢

×8台

×一式

×3台

×3台

東京港大井8号バース納めコンテナクレーン

中折れ式ブームやモニタリンク装置を備え,大形船に対

応できる大形･高速コンテナクレーンを開発し,財団法人東

京港埠頭公社大井8号バースに納入した｡

ポストパナマックス形のコンテナ船時代を迎え,各主

要港湾では,大形･高速コンテナクレーンヘのリプレー

スが盛んである｡このたび,東京港大井8号バースに納

入したコンテナクレーンもその一例で,次のような特徴

を備えている｡

(1)巻上げ定格速度が65/156m/min,トロリの横行速度

が180m/minと国内最高水準の高速形クレーンである｡

(2)アウトリーチ42m,リフト32,9mと,ポストパナマ

ックス船に対応できる大形クレーンである｡

(3)ブーム起伏時に中間で折れ曲がり,空港隣接地とし

ての高さ制限をクリアする中折れブーム機構を備えてい

る｡

(4)つり荷の振れを短時間に抑える機械式振れ止め装置

を備え,荷役効率を高めている｡

(5)高速巻上げ時に給電用のスプレツダケーブルがつり

具上のケーブルバスケットから外れるのを防止するケー

荷役作業中の大井8号バース

で

1ヂ

コンテナクレーン

ブル強制格納機構を備えている｡

(6)クレーン上の電気室と走行待機室,地上の管制室を

光ケーブルで結び,クレーンの故障情報,日報管理,保

守情報のほか荷役手順,積み付け情報を提供できる｡

(7)エレベーターを取り付け,運転員,保守員の労力の

低減を図った｡

その他,操作性を配慮した運転室など,高速,高効率

化の時代に適合したコンテナクレーンとなっている｡

56



世界最大の泥土庄式シールド掘進機

東京都交通局地下鎌12号緑放射部のトンネル工事に,

泥土圧式としては世界最大径のシールド掘進機を納入した｡

本機が納入されたのは,飛鳥･鉄建･青木建設共l‾.り企

業体が施_1二する豊島園第二L【大建設t二事,シールド掘進

機の外径は¢8.66111,掘進距離は1,240nげある｡掘進す

る地質は,人半が砂礫(れき)屑(最大礫径350mm)で,ほ

かに同結粘性__1二倍と砂層がある｡また,シールドは民地･

退路･‾卜水･河川の下を通過する｡

従来,大口径シールドの分野では一般に泥水式シール

ドが採什Jされていたが,本丁二【束のような裡雉な地質,市

街地特イ∫のユ単数地が狭いなどの施+二条件下では,iJ占_-一ト

ナー仁⊥てシールドの採用が多くなることが期子､fされる｡

泥二卜柱式シールドは,掘削上砂を｢止水性+と｢当別牛

流動件+に優れた性状に変換し,-りJ羽の安立を保持しな

がら掘進できる方式で,適応十質範脚が広いという基本

的三拝良を持つ｡

本機の特長は次のとおりである｡

(1)人断面の掘削H沙を均一に性状変換するため,効率

の良い作泥材注人機構と段階的な擬梓(かくはん)機能を

装備し,確実な性状変換を期した｡

(2)切削する地l_1+の性状を事前に検知するダイナミック

サウンディング装置を閑雅Lた｡

(3)砂礫層での

豊富な実績に基

づくビット配置

(3段階切削)の

採用のほか,よ

り耐久性の高い

切削ビットを開

発し装備Lプご｡

([1う†建機株⊥〔全

社)

ヽ
勺

雪.川=W印lヒ唱.+い～

泥土庄式シールド掘進機

■■■H

■コンパクト形気体軸受式膨張タービン

睾右ガス発†卜装吊やヘリウム汁糾ヒ機など

の寒冷ヲ已′卜腺として=いられるコンパクト

形去も休軸′受州影斑･三タービンを`ぷ成した｡削

軌ガスとして柑受排;-げスを利別し,また

タービンに制劾ガス冷却岩詩,制動弁を組み

込み一体化することによって掘付加棋のFflj

減(従水比2り%),桝什卜車期l別の触縦を‖J

能とした｡

■24/36kVキユーピクル形ガス絶縁開閉装

置

兵乍遮断罠旨を使J‾f】しナごガス絶紬開閉装言琵

を梵よLた｡i馴‡槻十㌦ 保寸一･.て･こ柏の箭ノJ化

および拙什l如椛の縮′J､化を‖]`能とするもの

である｡掛勺安勧叶やビルー受芯設備または

既約■l■占のリプレースなどの分野で多くの嵩

繋が期待される｡

■高機能HISMAC

光LANでICU(MCS仙蔵インテリジュ

ントコントロールユニット)とリンケージ

L,′_受変電設備の令ディジタル監視･制御

システムの構築を吋能としブご高機能HIS-

MACを開発した｡機能分散による仁相件の

向_J二のほか,グラフィック表ホや占わ㌔ガイ

ダンスなどマンマシン性の健れたHIS-

MACである｡

■小形簡易操作インバータ

取り付け血横÷(B5サイズL容積÷と小
形にした汎(はん)別インバータVWEシリ

ーズ(1k＼′A,1.5lくVA)を糊ヲ己した｡=‖l

路の集柿化などによって`ノミ呪Lたものであ

る｡ユーザーの取り付け字綿iを人帖に鮎小

できる｡また,操作部を簡素化し,だれで

も簡単に使えるようにした｡

■ボード形プログラマブルコントローラ

川ZAC｢Hシリーズ+``HB-700”

Hシリーズ､の▲1∴ぞろえをL川くJとLて小形

f)C(プログラマブルコントローラ)Ⅰ柑-7(_)0

を開発Lた｡ASICの採川と,CI)tT,メモリ

および1‾訓;ミを-▲体化する技術で,B5'けり一丈り

付けという′ト形化を実り土Lている｡

■予知警報付き配線用遮断器

剛青竜流があらかじめ設定した伯を超え

るとイj;-リーを山ノJする機能を伯えた配線川遮

断岩旨を開プ芭した｡電源のJl附米仝による′左

起伏給の維持,負仰引就レベルの管用互など,

配屯システムのインテリジュント化に好適

である｡

■インテリジェントセンサシリーズ

適f.-i機能を持つインテリジェントセンサ

シリーズを製1■∫i■-化した｡本シリーズは.方

J-トJl三カー云送岩:与,屯磁流_ら主副で構戊するも

ので,1台のコミュニケータでシリーズす

べての機仲と旭f.げきる｡また,_1二代シス

テムとも墟イi‡･舶巨で,より.1t7i度な計洲シス

テムが構築できる｡

■光MAPモデルシステム

MAP(‾卜場打軌化のための矧馴くJな過f.-;

規約)に準拠した光モデム,光スターカップ

ラなどの伝送機器,および行程システムバ

ス刈応のMAP通信コントローラをl渦発し,

l‾l立電線株式全都11高_l二場にモデルシステ

ムを構築し7ご｡

(ll小二屯練株式公社)

■縦形タンク蓄熱式省エネルギー冷却シス

テム

蓄熱効率の人帖アップと∴介嫌機の,1-Jj効

率運転をロ川巳にした縦形苗熱槽を=いたビ

ール雪空造冷却システムを1■こ成L7∴ サッポ

ロビール株式全社に納入し,従水ノノ■ノミより

も2()%の省エネルギーとボスペース化を達

成した｡

■EXシリーズ油圧ショベル小形機

2～2.5nl道路幅川ノ+で批判,柄み込ふ

作業が‾吋能な超′ト旋什機EX5()tJR(乍肱川

稚1.98nl)およびEX6()UR(l■i】2.3nl)を】判

子Eし,小形機シリーズを允`尖させた｡小社f

地でのトト水道など′l三浦環損整備=ル)紋

所作‾業に対J心するものである｡

■統合情報ネットワーク100M光LAN

.データ,占二八
ファクシミリ(牌Il･.1叫)な

ど任官官の巽なる多九十榊･之を多車化･統でナす

る-ミ■ご;機能･■‡?iイi捕り空(ノンストップ･ノーダ

ウン)なマルチメディ ア対応TIiUNK

NE′111V()RK-1()()を開発した｡1-り一機は

1989勺こ9Hに人収山女過ん抑lけ地‾卜鉄7り･

線に納人され,順調に桜軌している｡

■〟∑NETWORK-10

従来の辿イi機能にサイクリック墟イ.て機能

を付加Lた仕送通性1()Mビット/秒,

IEEE糾)2.4トークンバス〟式のE(屯;も掛J

抑),l(.汁装制御),C(計算機制御)統ナナネッ

トワークを開発し,加速化･心憎三能化のニ

ーズにこたえ7ご｡
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